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シ
ラ
ヤ
マ
キ
ユ
ウ
シ
ヤ
イ
ン
コ
ウ
白
山
恋
批
員

考

一
加
。
森
凶
平
次
話
。
白
山
比
時
耐
祉
の
制
服
・

坊
官
の
来
艇
を
、
一砿
仰
の
抽
出
記
山
鯨
に
徴
し
て
考
認

し
た
も
の
。
白
山
跡
枇
考
の
除
毒
で
あ
る
と
い
」
。

明
治
三
十
八
年
訂
正
。

シ
ラ
ヤ
マ
キ
ン
コ
ウ
白
山
金
坑

白
山
の
目
附

谷
東
伊
に
金
坑
が
あ
っ
た
と
い
は
れ
る
。
金
子
有
斐

倉
本
An
吻
h
T
T

の
白
山
匙
史
例
記
に
、金
鉱
山
は
鎚
，
棋
の
北
に
在
っ

て
、
曲
剛
盤
抑
悼
法
人
桁
に
京
る
別
で
あ
る
。
老
箔
郷
耐

に
い
ふ
。
永
融
四
年
別
防
の
人
山
口
三
之
削
と
い
ふ

省
、
厄品
川
村
の
勘
助
及
び
翻
戸
村
の
長
太
夫
と
削
坑

採
金
を
採
っ
た
が
、
八
年
五
且
地
伎
の
伐
に
紛
れ
、

長
太
夫
及
び
役
夫
十
係
人
以
死
L
、
今
削
世
間
出
と
な
っ

た
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
h
y
シ
ヨ
ノ
シ
ョ
ウ
シ
ン
白
山
九
所
小

紳

白

山

記
に
よ
れ
ば
、
不
動
天
和
佐
荘
・岩
訓
瓜
均
予

三
戸
明
前
鉛
嗣
中
部
寺
呪
・岩
坂
g
M
・弓
，
限
引
日
。ィ

.m

跡
白
山
・芯
諸
原
明
訓
山
内
庇
削
・
高
併
能
金
的

fA
ノ
向
山
・

佐
那
武
大
田
正
・能
生
の
白
山
越
後
と

L
、
大
永
七
年
の

託
宣
杷
に
よ
れ
ば
、
不
動
天
・和
住
谷
-m
制
間
引
地
鼠

三
戸
明
訓

J
A
m川原
・
岩
坂
官
民
本
F
ー内
・
岩
榊
国
間帯
・

白
山
小
川

・
志
川
印
刷
叫
明
向
山
内
政
削
・
佐
川
加
武
式
山
内
耳

ィ
、
越
後
世
広
白
山

・一
一
品
企
世
宜
時
制
ノ
ミ
サ
キ
モ
ス
ノ
向
山
と

な
っ
て
ゐ
る
。
ぃ
，
つ
れ
に
し
て
も
珠
洲
叫
の
-仙
れ
と

山
か
ら
午
首
を
絞
て
鷺
山
し
、
m
剛
山
附
は
能
決
郡
別
背白

か
ら
小
松
に
出
た
紀
行
で
あ
る
。
天
保
十
二
年
そ
の

米
に
、
金
子
有
裂
の
白
山
制
鮮
の
大
川田
を
録
し
て
一

品
川
と
し
て
民
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
キ
コ
ウ
シ
ョ
ウ
白
山
記
放
諮

三
加
。

森
削
平
次
話
。
自
山
他
陣
神
社
減
の
白
山
記
の
文
を
、

文
献
と
民
地
と
に
就
い
て
考
読
注
剛
押
し
た
も
の
で
、

明
治
寸・
二
年
変
波
春
樹
の
序
文
が
あ
る
。
今
白
山
比

略
称
祉
讃
智
第

一
制
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

シ一フ

安
旅
の
白
山
を
協
同
し
た
の
は
筋
し
い
。

シ
ラ
ヤ
マ
ヲ
ニ
生
マ
ジ
ン
ジ
ヤ
白
山
国
玉
神
社

江
沼
拙
四
十
九
院
に
在
っ
た
。
式
内
等
笥
枇
記
に
、

『白
山
凶
玉
耐
枇
。
四
十
九
院
村
銀
座
。
萄
枇
也
。
』

と
あ
る
。
今
こ
の
地
に
白
山
跡
枇
が
あ
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
ゴ
イ
ン
白
山
五
院

白
山
紀
に

『
白

山
就
院
柏
野
中
篇
来
す
搬
出
用
寺
・指
抽
出
寺
・小
野
坂
・大

型
寺
。
或
入
院
之
内
有
z
泣
院
。
余
三
院
後
冊
目
立
云

々
。
五
院
山
代
庄
之
内
歎
。
』
と
あ
る
。

柏
野
寺
は
今

の
紺
野
に
在
っ
た
。
池
来
寺
は
山
代
に
あ
っ
て
‘
町出

に
禁
王
寺
と
務
す
る
'も
の
で
あ
る
。
駆
祭
寺
の
所
在

は
、
m
M
T
山
間
表
記
に
幅
四
祭
林
と
群
す
る
も
の
で
、
筏

血古
寺
の
部
古
川
に
坊
ヶ
谷
と
い
ふ
地
あ
る
は
、
そ
の
治

甜
で
あ
る
と
い
は
れ
る
。
小
野
坂
寺
も
ま
た
源
平
服

装
記
に
小
野
寺
林
と
記
す
る
も
の
に
話
り
、
高
島
に

小
野
坂
峠
の
名
を
存
す
る
。
大
山
寺
は
古
都
に
往
々

大一
止
等
に
作
り
、
今
の
大
地
寺
町
な
る
城
山
に
在
っ

た
と
い
ふ
。

シ
ラ
ヤ
マ
コ
ゼ
ン
白
山
御

前

白

山

の
山
頂
を

御
前
と
も
大
御
前
と
も
オ
ホ
ミ
サ
キ
と
も
い
ひ
、
厄

添
仰
の
先
建
は
奥
，院
と

い
う
て
ゐ
る
。

白
山
盤
健

闘
記
に
い
ふ
0
4
於
木
抽
出
佐
伎
。
後
山
利
お
=
大
御
前
寸

土
人
諦
日
=
於
保
卒
奈
伊
志
4

按
於
本
大
也
。
美
御
凶

脅
制
迎
。
骨
再
開
明
也
。
佐
伎
前
也
。
御
前
日
早
紳
前
。
愈

不
自
政
指
斥
寸
仲畑市再桝=天
子一
日
"
陛
下
品
也
。
』
と
。

そ

の
詞
般
に
就
い
て
は
、
士白
く
白
山
犯
に

『
加
賀
凶
石

川
m
M
仲
怨
郷
有
二
名
山
↓
鋭
=
白
山
υ
県
山
頂
名
=
都

定
↓
住
=
有
徳
大
明
訓
↓

印刷甑
=正
一
位
白
山
妙
理
大

骨H
磁
ゅ
ー
ハ
木
地
十
一
而
制
自
在
位
戯
o
m
=
立
一

川山

一
一
剛
沈
殿
ω

安
=
芭
五
尺
金
銅
像
サ
』
と
記

L
、
克
政

巾
の
淵
訟
に
は
、『
大
御
前
本
耐
見
付
七
尺
、
梁
一
丈

二
尺
、
総
金
H
H
誠
金
打
、
庭
艇
長
打
五
。』
と
し
、
文

化
の
越
前
附
街
蹴
考
に
は
、『
木
地
十

一
而
制
時
二
間

シ
ラ
ヤ
マ
サ
ン
ガ
ジ
白
山
三
箇
寺

白
山
紀
に

『三

4
守
。
那
谷
寺
池
谷
柴
谷
』

と
あ
る
。
源
平
時
間
袋

促
安
元
二
年
前
泉
寺
闘
宇
の
段
に
、『
則
宮
・佐山制
・巾

富
三
枇
の
衆
徒
。
急
ぎ
下
っ
て

一
つ
に
な
る
。
岩
本
・

金
銀
・下
出
山・
三
宮
、
奈
谷
寺
・策
谷
寺
字
谷
寺
、

三
寺
回
目
舷
の
大
衆
も
同
意
す
。
』
と
見
え
る
か
ら
、

三
ぷ
守
は
白
山
本
宮
の
末
寺
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

奈
谷
寺
は
那
谷
寺
で
、
今
も
江
沼
榔
那
谷
に
あ
り
、

宇
谷
寺
は
祖
谷
寺
で
同
部
字
谷
に
在
り
、
永
亭
侍
お

の
白
山
記
奥
密
に
は
泊
谷
秘
法
寺
と
あ
る
。
又
祭
谷

寺
は
阿
部
祭
谷
に
在
っ
て
、
そ
の
寺
跡
を
今
寺
の
谷

と
い
」
。

シ
ラ
ヤ
マ
サ
ン
ジ
ヨ
ゴ
ン
ゲ
ン
白
山
三
所
権
現

白
山
の
御
前
岳

・大
汝
毘
及
び
別
山
に

鎮
座
す
る
訓

患
を
、
跡
仰
梅
市
の
時
代
に
は
、
白
山
一
ニ
所
槌
到
と

い
う
た
。
白
山
記
に

『
此
一
山
頂
名
a
都
頂
。
住
s
有
徳

大
明
制
。
印刷
E
S
E
-
位
白
山
妙
迎
大
帝
隣
4

云
h
H

。

拍
雌
=
時
両
陣
。
県
頂
佐
=
大
明
榊
。
脱
=
官
制
組
太
男

知↓

-
E
々
。
南
去
数
十
皇
有
三
品
山
。頂
位
=
大
明
制
。

鋭
--別
山
大
行
事
。
是
大
山
地
神
也
。
云
々
。
此
名
=

有
り
。
金
仰
な
り
。
小
さ
き
は
年
代
不
v

知
と
い

ふ。

叉
奥
州
の
努
衡
造
立
と
も
い
ふ
。
古
仰
な
h
z
o
大
き

な
る
か
た
は
近
代
青
木
紀
伊
守
軍
治
遊
説
な
り
。
本

註
は
帝
都
の
か
た
へ
向
ひ
、
王
城
の
鬼
門
を
守
秘
な

り
と
い
ふ
。
』
と
あ
る
。
↓
ゴ
ゼ

y
〆
ケ
御
前
由
。

シ
ラ
ヤ
マ
コ
ブ
ン
ソ
ウ
白
山
古
文
藻

〕
加
。

森
閃
平
次
編
。
白
山
比
時
制
枇
に
僻
へ
る
古
文
書
を

集
め
た
も
の
で
あ
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
ゴ
モ
ン
チ
ョ
ウ
白
山
御
紋
蝶

白
山

の
頂
上
及
び
室
平
の
岩
聞
に
揖倒
伏
す
る
餓
顎
で
、
コ

キ
マ
ヘ
ヤ
ガ
と
ト
ピ
イ
ロ
ヤ
ガ
の
二
騒
が
あ
る
。

古

来
白
山
御
紋
際
の
名
で
“
指
れ
て
ゐ
る
が
、
白
山
の
み

に
産
す
る
も
の
で
は
な
い
。

白
山
三
御
山
御
在
所
。』
と
い
」
も
の

印
ち
是
で
あ

る
。
源
平
同
開
設
記
容
品
川
九
務
滋
併
に
も
、『
和
向
感
悠

を
何
ぎ
て
白
山
の
絢
頂
に
第
四
日
り
け
る
に
、
十

一一
刷

問
脅
現
れ
給
へ
り
。
左
の
的
に
資
れ
ば
一
の
宰
宮
人

に
逢
へ
り
。
是
妙
理
大
符
肢
の
榊
務
削
佐
の
目
前
、

名
を
ば
小
白
山
別
山
大
行
都
と
い
ふ
。
右
の
翻
に
殺

れ
ば
一
老
翁
あ
り
。
是
妙
理
大
同
日
間
酬
の
榊
獄
、
郡山時世

田
官
渋
柿
弼
な
り
。
名
を
ぱ
大
己
れ
と
い
ふ
。
n
E
を
白

山
の
三
所
術
製
と
巾
な
り
。
ハ
取
な
)』
と
見
え
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
サ
ン
ポ
ウ
白
山
三
崎

越
前
誌
に
、

『白
山
由
央
の
峰
を
大
御
前
と
い
ふ
。
南
の
峰
を
別

山
と
い
ふ
。
相
去
る
こ
と
=
一
単
。
北
の
的
を
大
己
れ

と
い
ふ
。
相
踊
る
こ
と

一
塁
昨
。

三
峰
共
に
草
木
な

く
飯
石
な
り
。
大
己
汽
よ
り
加
州
路
探
村
へ
下
る
こ

と
九
里
八
町
。
』
と
あ
る
。
大
己
れ
は
太
男
知
と
も
大

汝
と
も
、
文
総
前
側
で
は
越
隔
地
と
も
い
う
て
、
賂

添
か
ら
殺
る
時
は
、
先
づ
こ
の
怖
に
湿
す
る
。
般
に

賂
添
の
先
謹
は
大
汝
を
内
仰
と
い
ひ
、
仰
の
祉
(
御

前
院
〉
を
奥
，
院
と
い
ふ
が
、
午
前
谷
の
先
述
は
初
に

御
前
爵
に
綜
で
る
か
ら
、
大
汝
院
を
刷
出
，
院
と
い
う

て
ゐ
る
。
但

L
前
記
の
続
離
は
治
大
で
あ
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
シ
白
山
史

八
加
。
金
子
有
愛
者
。

石
川
都
路
来
か
ら
、
見
裕
ロ
を
白
山
へ
殺
る
順
路
の

剥
嗣
名
悩
・琵
物
・似
税
措
す
を
泌
文
で
氾
L
、
所
々

の
見
取
闘
が
添
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
若
者
が
天
明
元
年

以
降
腿
宥
山
し
た
結
果
に
成
っ
た
の
で
あ
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
ジ
白
山
寺

4
Y
ラ
ヤ
マ
ヒ
メ

ジ
y

ジ

ヤ

白

山
比
時
前
枇
(十
〉

シ
ラ
ヤ
マ
ジ
白
山
寺

元
般
の
問
、
白
山
山
相山

尾
添
村
に
回
た
賀
代
坊
が
、
北
飢
夫
刷
出
尚
山
寺
川削除

と
稿
し
て
、
紀
州
抗
野
山
の
別
院
と
な
り
、
一
時
そ

の
名
を
滋
か
し
た
。

シ
ラ
ヤ
マ
ジ
シ
ョ
ウ
ゴ
ン
コ
ウ
白
山
寺
落
選
議

四

........ ，、


